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路線選定4-2
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第４章 路網整備 

 
 
 
 
 
スイッチバックは、車両が前後進により斜

面を上がる方法です。クローラ式の車両が安

全に走行するには、折り返し地点は、幅員の

2 倍の幅が必要となり、土の移動が部分的に

大きくなることから、必要に応じて構造物の

設置を検討します。また、スイッチバックの

折り返し付近で排水すると、上側道の道下か

ら下側道に流れるため、折り返し地点より離

れた場所でしっかりと排水するように計画し

ます。このほか、必要な奥行を確保できるか確認します。その目安は、機械長の 1.5 倍程度

が必要となります。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ点

幅
員

下側道

上側道

Ｂ点
θ

幅員×２

Ａ点︓⾛⾏⾞両の切り替えの基点
Ｂ点︓作設の折り返し地点

スイッチバックは、クローラ式の⾞両が安全に⾛⾏できるように折り返し地点の幅などを検討

Point︕ 
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第４章 路網整備 

キ 湧水箇所での排水方法の検討 
 
 
 
 
 
地表の植生から斜面内の水の状況を判断す

ることができます。シダの種類の多いところ

や湿潤な場所を好む植物が群落を形成してい

る場合は、地下水位が高いことが把握できま

す。現地踏査では、こうした地表植生にも注意

する必要があります。 
このほかに、地表に降った雨水が、地中に浸

透し、粘土層や基岩等の不透水層の上面に沿っ

て流下していく中で、切土によりその流路を地

表に出現させて湧水が発生する場合があります。湧水が見られる箇所では、降水量によっては、

のり面崩壊につながりますので、早急な排水対策が必要になります。現地踏査では、こうした

湧水箇所を見逃さないように入念に調べます。 
湧水対策としては、側溝や横断講による排水処理が挙げられます。横断溝を用いる場合

は、湧水規模や土質等を考慮して工法を検討するとともに、受け口を広げるような工夫を

して、湧水箇所から横断溝へ導水すると効果的です。 
側溝は、湧水か所が連続しているのり面やヘアピンカーブなどで大きな切土のり面とな

った場所に設置します。側溝に流した湧水は、横断溝で排水するか直接尾根部に排水しま

す。また、流量や縦断勾配によっては、洗掘防止のため、土のうを側溝沿いに敷き並べた

りして路面への越流を抑止します。 

 

地表植⽣から⽔状況を判断する 

Point︕ 
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ク 沢の横断方法の検討 
 
 
 
 
 
沢の横断の際は、洗越しを採用すると、暗

渠を用いた方法と比較して、低コストである

ばかりでなく、豪雨後の復旧や維持管理が容

易です。洗越しは、沢の流水方向に対して直

角に設けて、増水時には「弱く、広く、浅く」

流れるように配慮します。上流側には、大石

を置いたり、沈砂池を設置したりして、流速

を弱めます。なお、洗越しの設置適地は、以

下のとおりです。 
 

洗越しの設置適地
●渓床勾配が緩いところ
●沢の両側にゆとりのあるところ
●硬い岩盤の上にあるところ 

 
ケ 危険個所の把握 
 
 
 
 
 
立木の生育状況から、作設に適していない

危険な箇所を把握することができます。 

例えば、立木が根曲りしているところでは、

過去に土が移動している可能性があり、森林

作業道を作設しても斜面の上から土が崩れ落

ちることが考えられることから、避けたほう

が無難です。 

また、立木の根が不自然に地表に浮き出てい

るところでは、地中に硬い岩が隠れている可能

性があります。こうした箇所も、岩の掘削に困難が予想されるため、避けるようにします。 

 

 

沢の横断では、渓床勾配が緩く沢の両側にゆとりがあるところに洗越しを作設 

Point︕ 

⽴⽊の⽣育状況から、作設に適していない危険箇所を把握する 

Point︕ 
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